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・
農
地
保
全
の
た
め
援
農
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
（
産
業
振
興
課
）

・
市
立
小
学
校
の
机
、
い
す
を
環
境

に
配
慮
し
た
も
の
に
入
れ
替
え

（
教
育
部
庶
務
課
）

・
廃
棄
予
定
図
書
の
再
活
用
（
市
政

図
書
室
）

▼
サ
イ
ト
外
へ
の
環
境
配
慮
を
広
げ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
や
老
人

ク
ラ
ブ
等
へ
の
ご
み
の

分
別
・
削
減
の
呼
び
か

け
・
関
係
機
関
へ
の
グ
リ
ー

ン
購
入
（
環
境
配
慮
商

品
）
の
呼
び
か
け

▼
公
共
施
設
の
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
取
り
組
み

　

日
野
市
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

▽
問
合
せ
先
＝
環
境
保
全

課

主 な で き ご と日月

日野市消防団出初式開催８
１

日野市成人式開催９

日野市あいさつ強化月間スタート１～

２
美しい日本の歩きたくなるみち５００選第１回東京都大会in日野開催４
日野市議会議員選挙１９
日野市男女平等行動計画まとまる２１

子ども読書活動推進計画がまとまる１

３

集中改革プランまとまる１５
スクールガードボランティア開始１５
日野市防災マップ・洪水ハザードマップ作成・配布３１
食育推進ビデオ「日野の大地から子どもたちへ」制作３１
日野市観光基本計画まとまる３１

市ホームページでバナー広告掲載開始１

４

地域包括支援センターを開設１
平山小と平山台小が統合し、平山小としてスタート１～
平山季重まつり開催１・２
スプリングフェスタひの開催１・２
日野市観光協会がNPO法人を認証取得１２
不審者情報メール配信開始１５
日野市版養育家庭ＰＲパンフレット作成・配布１６
日野市わんわんパトロールスタート２２
ひの市民大学はじまる２２
中央図書館が文部科学大臣表彰受賞２３
郷土資料館まつり２９・３０

ひの新選組まつり開催１３・１４

５
日野市・東京消防庁合同水防訓練を実施１７
公民館まつり開催２０・２１
春の市内一斉清掃２８

環境月間はじまる１～
６ 福祉まつり開催４

京王線高幡不動駅南北通路仮供用開始１１

社会を明るくする運動「子どもいきいきふれあいステージ」開催１５
７ 浅川サバイバルレース開催１６

ひのよさこい祭開催２９・３０

日野市平和月間はじまる１～

８

多摩・島しょ子ども体験塾ひのっ子映画祭開催４～６
ひのアートフェスティバル開催１９・２０
ごみ情報誌「エコー」で広告掲載開始２１
日野市総合防災訓練を実施２７
都内初コンピュータ操作ができる教員１００％達成３１

地域サポーター制度スタート１

９

敬老大会開催６
幻の真慈悲寺調査プロジェクトチーム発足１７
市民文化祭開催２３～
郷土資料館特別展「絵図から見える江戸と日野～江戸図・道中図・村
絵図」開催(１２月１７日まで）２３～

ひの 薪  能 開催
たきぎ のう

３０

日野市まちづくり条例施行１

１０

（仮称）浅川スポーツ公園グラウンドリニューアルオープン１
高齢者ふれあい訪問調査スタート１～
日野市環境月間はじまる１～
日野市地域職業相談室「ナイスワーク高幡」オープン２
日野市民スポーツレクリエーションフェスティバル開催９
健康フェア＆くらしのフェスタ事前講演会「服部幸應氏講演会～食育
のすすめ�食と心の健康�」開催９

くらしと行政総合市民相談開催１３
日野市こどもまつり２００６開催１５
健康フェア＆くらしのフェスタ開催２２
手をつなごうin万願寺開催２９

市内全小学校でICTを活用した授業ができる環境が整う１

１１

第３次行財政改革大綱まとまる１
日野市表彰式開催３
中小店限定プレミアム付きカワセミ商品券を発売８
産業まつり開催１１・１２
小島善太郎展開催（１２月３日まで）１８～
たかはたもみじ灯路開催２２・２３
秋の市内一斉清掃２６

保健師地域活動車導入４１２

た
形
で
、
子
ど
も
た
ち
も
取
り
込

ん
で
、
独
自
の
環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
見
直
す
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

「
働
き
か
け
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

環
境
負
荷
削
減
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
目
標
達
成
さ
れ
、
水
道
・
ガ

ス
・
電
気
に
つ
い
て
は
維
持
管
理

の
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
可
燃

ご
み
に
つ
い
て
は
「
ご
み
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
今

後
も
削
減
目
標
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
環

１７

境
に
配
慮
し
た
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。
各
課
が

事
業
の
中
で
独
自
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
目
標
管
理
を
し
て
い
ま

す
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例

・
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
充
実
（
環

境
保
全
課
）

　

医
療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
健
康
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証

を
医
療
機
関
等
の
受
付
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
８
月
か
ら
一
部
負
担
金

の
割
合
等
が
変
わ
っ
た
方
は
新
し
い

医
療
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
古
い
医
療
受
給
者
証
を

返
却
し
て
い
な
い
方
は
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
老
人
保
健
法
の
医
療
対
象
者

　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
①

昭
和
７
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

３０

た
方
②　

歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手

６５

帳
１
〜
３
級
及
び
４
級
の
一
部
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

等
に
該
当
す
る
方
で
老
人
医
療
の
障

害
認
定
を
受
け
て
い
る
方

※
②
の
方
は
申
請
に
よ
り
認
定
が
必

要
（
既
に
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
不
要
）

▼
医
療
費
の
自
己
負
担
（
一
部
負
担

金
）

　

医
療
を
受
け
た
と
き
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部
を
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
い
ま
す
。
一
部
負
担
金

の
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
（
一

定
以
上
所
得
者
の
方
）
で
す
。

※
一
定
以
上
所
得
者
…
①
住
民
税
課

税
標
準
額
が　

万
円
以
上
の
老
人
保

１４５

健
法
医
療
受
給
者
②
住
民
税
課
税
標

準
額
が　

万
円
以
上
の　

歳
以
上
の

１４５

７０

方
及
び
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
と

同
一
世
帯
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
　

な
お
、
住
民
税
課
税
標
準
額
が　
１４５

万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、　

歳
以
上

７０

の
方
及
び
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

の
収
入
（
必
要
経
費
を
引
く
前
）
の

合
計
額
が
、
２
人
以
上
の
場
合
は　
５２０

万
円
未
満
（
１
人
の
場
合
は　

万
円

３８３

未
満
）
で
あ
れ
ば
、
申
請
（
老
人
保

健
基
準
収
入
額
適
用
申
請
）
に
よ
り

該
当
す
る
と
翌
月
か
ら
１
割
負
担
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て

い
る
方
に
医
療
費
通
知
を
送
付

　

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て

い
る
方
の
う
ち
、
主
に
平
成　

年
９

１８

月
に
診
療
を
受
け
た
方
と
８
月
ま
た

は
９
月
に
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術

な
ど
を
受
け
た
方
に
、
一
部
負
担
金

を
含
む
医
療
費
の
総
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
皆
さ
ん
に
健
康
へ

の
関
心
と
医
療
費
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て
い

ま
す
。
通
知
は
、
今
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
が
、「
医
療
費
の
額
」
は
保
険

診
療
分
の
み
で
す
。
ま
た
、
医
療
機

関
等
か
ら
の
請
求
の
遅
れ
な
ど
で
記

載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
て
も
、

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
通
知
は
所
得
税
や

住
民
税
の
医
療
費
控
除
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

▼
老
人
保
健
制
度
の
医

療
費
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
老
人

１７

保
健
制
度
の
平
均
受
給

者
は
１
万
４
千　

人
９１８

で
、
一
部
負
担
金
を
除

い
た
医
療
費
の
総
額
は

　

億
９
千　

万
１
千　

１０１

１０３

８８９

円
で
し
た
。
医
療
費
は

前
年
度
よ
り　

％
減
少

１．３

し
ま
し
た
が
、
１
人
当

た
り
の
年
間
医
療
費
は

　

万
３
千　

円
で
、
別

６８

１３７

表
の
と
お
り
、
加
入
者

が
減
少
（
対
象
年
齢
引
き
上
げ
に
伴

う
経
過
措
置
の
た
め
）
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず　

％
増
加
し
て
い
ま

３．０

す
。

　

医
療
費
の
う
ち
一
部
負
担
金
を
除

い
た
金
額
は
、
国
民
健
康
保
険
や
企

業
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金

と
国
・
都
・
市
か
ら
の
公
費
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
病
気
予
防
や
上
手

な
受
診
を
心
が
け
、
日
頃
か
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
医
療
費
を
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
の
医

療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
届
け
出
に
よ
り
老
人

保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
老
人
保
健
（
市
）
が

医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
て
支
払

い
、
後
で
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
警
察
に

届
け
出
て
人
身
事
故
と
し
て
「
事
故

証
明
書
」
を
も
ら
い
、
市
に
も
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
＝
高
齢
福
祉
課

　
「
緑
と
清
流
の
ま
ち
」日
野
市
で
は

環
境
に
関
す
る
意
識
が
高
く
、
市
民

参
加
に
よ
っ
て
「
環
境
基
本
条
例
」

（
平
成
７
年
）
や
「
環
境
基
本
計
画
」

（
平
成　

年
策
定
、　

年
度
見
直

１１

１６

し
）
を
作
り
、
そ
の
計
画
に
求
め
ら

れ
て
い
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」

を
平
成　

年
に
認
証
取
得
し
ま
し

１２

た
。

　

６
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
３
年
毎

の
認
証
更
新
を
終
え
ま
し
た
。
認
証

取
得
施
設
は
本
庁
舎
、
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
、
水
道
事
務
所
、
防
災
情

報
セ
ン
タ
ー
、
建
築
指
導
課
、
環
境

▲ひのっ子たちの環境学習の場

▲環境講座ガス管リサイクル

日日日日日日日日日日日日
野野野野野野野野野野野野
のののののののののののの
１１１１１１１１１１１１
年年年年年年年年年年年年

日
野
の
１
年

　平成１８年（２００６）も残すところあとわずか。皆さんにとって今

年はどのような１年でしたか。日野市は「くにに国柄・まちに品

格」「着かざって歩きたくなるまちを」をテーマに市民参画によ

るまちづくりや行財政改革を積極的に進めてきました。この１年

を写真と年表で振り返ってみました。　　　 （市長公室広報担当）

ISO１４００１ISO１４００１：：２００４の取り組み２００４の取り組み
（環境マネジメントシステム）

情
報
セ
ン
タ
ー
の
６
施
設
で
、
来
年

度
は
中
央
公
民
館
等
の
施
設
へ
の
拡

大
を
準
備
中
で
す
。

　

市
立
の
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は

今
年
度
か
ら
、「
ひ
の
っ
子
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
準
じ

平成18年（2006）を平平成成1188年年（（22000066））をを
振り返る振振りり返返るる

▲環境情報センター

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										











����������
����������











����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

�ウオーキング
　「美しい日本の歩きたくなるみち５００選第１回東京都
大会in日野」が開催され、新選組のゆかりの地をめぐ
るウオーキングが行われました。

�防災マップ・洪水ハザードマップ
　「安全・安心なまちづくり」を推進するため「日野
市防災マップ・洪水ハザードマップ」を作成し全戸配
布しました。

１１１１１１１１１１１１～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月１～３月

�ひの新選組まつり
　土方歳三の命日にちなみ、毎年５月に開催される
「ひの新選組まつり」。１３日はコンテストが行われ、
１４日は新選組隊士に扮した皆さんが市内でパレード、
パフォーマンスが繰り広げられました。

４４４４４４４４４４４４～～～～～～～～～～～～６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月４～６月

�工事中の高幡不動駅
　高幡不動駅に南北を結ぶ通路ができました。来年オ
ープンの駅舎には七生支所も移転する予定です。

�「幻の真慈悲寺」調査プロジェクトチーム発足
　「幻の真慈悲寺」調査プロジェクトチームが発足し、
百草園で百草地区の現地ガイド・講演会などが行われ
ました。

７７７７７７７７７７７７～～～～～～～～～～～～９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月７～９月

�ひのよさこい祭
　市内・外のチームが数多く集まり、華やかな踊りが
市内４カ所で繰り広げられました。

１１１１１１１１１１１１００００００００００００～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月１０～１２月

�小島善太郎展
　日本洋画家界の重鎮として活躍
し、晩年は百草で生活をしていた
小島善太郎氏の絵画やゆかりの品
々などを紹介しました。

�健康フェア＆くらしの
　フェスタ
　健康事業の紹介や消費者に役立
つ情報提供、健康測定、健康ウオ
ーキングなどを行いました。

�たかはたもみじ灯路
　高幡不動尊と参道周辺商店街を中
心に通りをろうそくのやさしい灯で
飾りました。
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